






要約:249 名の小学生(男子 126 名、女子 123 名)を対象に DEXA QDR-1000 を用いた骨塩量

測定をおこなった。6 歳から 9 歳までは男女差がみられなかったが 11 歳、12 歳では有意

に女子の骨塩量が男子をうわまわり始めた。女子の骨塩量と女子の運動習慣とに有意の正

の相関がみられた。運動能力テストと骨塩量の関係では男子 50 メートル走タイムと負の

関係が、握力は男女とも正の関係がみとめられた。骨折経験者の骨塩量は男子 16 名中 5

名、女子 11名中 5名が低下していた。


